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研究成果の概要（和文）：

本研究の目的は、東南アジア地域内における国際的留学生移動をめぐる女性のキャリア形成の

意識と実態について実証的に明らかにすることにある。研究成果として、①マレーシアを事例

とする国内の高校生の進路形成に関する新動向、②各国の高等教育の国際戦略と留学生移動、

③アジア域内の留学生のキャリア形成に影響を与える地域機関によるプログラムとカリキュラ

ムの現状について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：

The objective of this study is to reveal the issues and directions concerning career

development in international student mobility in Southeast Asia. In conclusion, 1) there

is a new trend of Malaysian students' career development. 2) This research presents the

basis for the trends and history of student mobility. Particularly, the study focuses

on the international strategy of higher educational institutions with respect to student

mobility programs. 3) The research deals with programs and curricula conducted by

regional organizations and leading universities. The programs and curricula will have

an impact on their career development towards Asian regional network.
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１．研究開始当初の背景

(1)1990 年「万人のための教育（EFA）世界会

議」以降、国際機関や援助国の教育開発に関

する主要な関心の一つに、初等教育段階にお

ける男女間の教育格差を解消することがあ

った。加えて、2000 年「ミレニアム開発目標

（MDGs）」では、初等教育の完全普及だけで

なく、社会におけるジェンダー平等の推進が

盛り込まれている。しかしながら、東南アジ

ア地域には、既に初等・前期中等教育が完全

に普及しつつある国も多い。そのため、後期

中等教育や高等教育など、より高い教育段階

における「学校から社会への移行」も視野に

入れて、男女間の教育格差の問題に接近する

ことが求められる。

(2)また、東南アジア地域では、国内での男

女間格差こそ解消されつつあるにもかかわ

らず、植民地時代から続くエリート養成型の

留学に格差が残された国もある。「人の移動」

が進む現代において男女間格差を構造的に

理解するためには、国内の「静的」な格差の

構造だけではなく、国際的かつ「動的」な格

差の構造に目を向けなければならない。さら

に、留学生の移動という研究課題は、政策的

な動向というマクロ的側面からとらえられ

ることは多いが、留学生自身のキャリア形成

というミクロ的な側面から分析されること

は少ない。

２．研究の目的

このような学術的背景を踏まえて、本研究

では、東南アジアのタイ、マレーシア、イン

ドネシア、シンガポールを対象として、以下

の３点について明らかにすることとした。

(1)東南アジア４カ国の国内における男女間

教育格差の現状と課題を明らかにすること；

(2)東南アジアの国際的な留学生移動におけ

る男女間格差の現状と課題を明らかにする

こと；

(3)東南アジアの国際的な留学生移動におけ

る女性のキャリア形成の実態と、女子留学生

のニーズを示すモデルを構築すること；

３．研究の方法

本研究は、３年間に渡って実施した。

(1)初年度には、研究対象国内における男女

間教育格差に関する現状と背景について文

献調査により整理するとともに、予備的な訪

問調査を実施した。

(2)第２年度には、大学における留学生を対

象とした実地調査に従事した。

(3)最終年度には実地調査をもとにして、女

子留学生のキャリア形成のダイナミズムを

モデル化した。

４．研究成果

(1)初年度には、研究対象国内における男女



間教育格差に関する現状と背景について文

献調査により整理するとともに、予備的な訪

問調査を実施した。特に、近年注目されつつ

あるアジア域内での留学生移動に着目した。

たとえば、タイ（2009 年８月下旬、RIHED,AUN,

チュラロンコーン大学ほか）では、高等教育

の国際戦略と留学生移動に関する予備的ヒ

アリングを行った。また、マレーシア（2010

年３月中旬、ペラ州中等学校、マレーシア国

民大学ほか）では、女子高校生の留学意識に

関する調査の実施可能性について探った。こ

れら文献資料の調査結果と実地調査の計画

を、アメリカ比較・国際教育学会と日本国際

教育学会で諮り修正した。

(2)第２年度には、世界各国における留学の

男女間教育格差に関する現状と背景につい

て文献調査により整理した。加えて、初年度

に引き続きマレーシアの現地調査（８月）に

赴き、高校から大学への接続（高大接続）の

現状と課題を明らかにした。

また、前年度にタイ・マレーシア・シンガ

ポールで収集した文献資料の調査結果等に

ついて、学会等で成果を公表してきた。

加えて、海外調査の予備段階として、大学

から就職への接続時の留学生を対象とする

実地調査に従事した。

なお、H23 年度は、研究代表者が産休と育

休を取得したことにより研究を中断するこ

ととなった。

(3)最終年度は、育児と所属校の異動により

海外調査に赴くことが困難であったため、過

去２年間で実施した調査データをもとに、国

際的な留学生移動の全体像をまとめた。また、

日本国内におけるアジアからの留学生に対

するインタビュー調査を実施し、学生移動の

全体像と個別のキャリア形成の特徴を示し

た。これらのデータの収集と分析に際して、

早稲田大学アジア太平洋研究科の留学生の

支援を得た。

研究の成果について、日本比較教育学会、

アジア比較教育学会（CESA)等で公表した。

補足的に、他の科研と連携しながら、ブルネ

イにおける市民性教育の現状と課題を論文

にまとめ公表した。
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